今治タオルブランド商品認定マーク使用契約書

　今治タオル工業組合（以下甲という。）と使用申込人　　　　　　　（以下乙という。）は、甲が管理する「今治タオルブランド商品認定マーク（以下認定マークという。）」を使用することについて下記のとおり認定マーク使用契約を締結し、お互いに忠実にこれを遵守履行するものとする。
記

1. 乙は、乙が「今治産地（定款第3条に基づく地区）で製織及び染色加工し、且つ日本国内において縫製・加工したタオル製品類であって、「今治タオルブランド商品　品質基準」に該当し、今治タオルブランドの安心で安全なイメージに合致したものに認定マークを使用する。
2. 乙は、認定マークの商標権を持つ甲の許可なくして認定マークのデザイン及びロゴの他への転用を行わない。乙が、認定マークのデザイン及びロゴを他に使用しようとする場合は、所定の「今治タオルブランド商品認定マーク使用許可願（様式3号）」により事前に甲の許可を得なければならない。

3. 乙は、甲が必要と認めた時は、関連情報の提示を行うとともに、甲並びに甲の代理人の立ち入り検査に応じなければならない。

4. 乙は、本契約書第１条、第2条及び第3条に違反するなど今治タオルブランド商品認定事業規約第14条第1項の各号に該当したとき、または認定マークを使用するにあたって、定められている納入金（販売代金等）及び甲に支払うべき使用料等の支払いを遅滞したときは、その理由にかかわらず本契約を破棄し、今治タオルブランド商品の認定を取消し、認定マークの使用を中止するとともに、甲より損害金を請求されても異議申し立ては行わない。

5. 乙は、認定マークの使用中止の通告を受けた時は直ちに認定マークを廃棄するとともに、原則として通告を受けた日から1年間は使用の申請を行うことができない。

6. 本契約の有効期間は契約締結日より1年間とする。但し、契約期間満了月前までに甲、乙双方から書面による何等申入れがないときは、本契約は更に同一条件で１年間更新されるものとし、その後の更新も同様とする。なお、本契約を締結するに当たり、旧契約書の締結が存在する場合は旧契約書を無効とする。
7. 本契約に関する紛争の管轄裁判所は、甲の所在地を管轄する裁判所とする。

8. 本契約に定めのない事項が生じたとき、またはこの契約の各条項の解釈につき疑義が生じたときは、今治タオルブランド商品認定事業規約に基づき甲乙誠意をもって協議の上解決するものとする。
本使用契約の成立を証するために本書2通を作成し、甲乙記名捺印のうえ各1通を保有する。

上記の通り締結します。

　　年　　月　　日

　　住　　所　今治市東門町5丁目14番3号

甲　名　　称　今治タオル工業組合
　　代表者名　理事長　正岡　裕志  　　　　　　　㊞
　
　　住　　所　　

乙　名　　称　　

　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
